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口永良部島セスナ機を用いた火山ガス観測結果（7月 7日） 
 
口永良部島にて 2015 年 7 月 7 日にセスナ機を用い火山ガス組成観測を行った結果、

SO2/H2S = 4、CO2/SO2=0.8-2.4程度であり、6月 1日から明らかな変化は認められなかった。
測定されたガス濃度が低かったため、その他の組成の定量はできなかった。 

 

 
7 月 7 日測定結果に基づく CO2/SO2比の推定値はそれ以前よりやや大きな値を持つが、

誤差が大きく推定値はエラーバで示す範囲の値を持つ。推定値の範囲はそれ以前の値と重

複しているため、CO2/SO2比についてはそれ以前からの変化の有無は結論できない。 
 
本調査は、科学研究費補助金「2015年口永良部島噴火に関する総合調査（代表：井口正

人）」を用いて実施した。 
 

 

図 2	 2014年 1月から 8月の温度変化（上段）、日平均気温（中段）、
降水量の日合計（下段）。気温と雨量は気象庁の屋久島観測点のデータ。 
 

図 3	 GSI-SDWの 2004年 4月からの 3成分相対変位 
矢印は主な膨張、地震数は京大防災研の計数による。 

 


